


















のみならず、稲生家の家系図を用いて〈稲生物怪〉譚を構成 事実と虚構を明かそうとする等の試みが本書において為され、本格的にその物語世界に迫ろうとする 〈稲生物怪〉 譚研究の端緒が開かれている。
杉本好伸をはじめとして精力的な諸本の発掘や紹介が為され、そ
れらが整理され諸本の成立過程が明らかになりつつある。そして〈稲生物怪〉譚研究は今やそ 物語世界にまで迫ろうとし い うい














理出来る。以上の諸本 系統の内、杉本 特に「柏本」に言及して「今日残存している諸本 〈年号〉記載から推測して 筆記者として「柏正甫」という人物名の確認できる もの―天明三
(一七八三
)の序















































































































































『今昔』三善清行は、 【組み入れに顔がある怪】 、 【乗馬する一尺程










話は「応天門ノ上ノ層ヲ 上タレバ、真サヲニ光ル物有リ。 」 、 「豊楽意ノ北ノ野ニ、円ナル物ノ光ル有ケリ。 」と明らかに関連性がある怪異が展開している。本話の様に、 無い複数の怪異を並べ、物語結末部で説明するという 形は特異といってよ だろう。
対する「柏本」は、七月一ヶ月が怪異で構成されている作品である。
































































































































































とする怪異が家を領有する理由であり 正体を明かすことではない。怪異の正体を詰問しなかったのは、清行が翁を怪異の正体とみたからか、あるいは怪異の理由を語ることの内に怪異の正体を明かすことが含まれてい からもしれないが、ともかく翁が 語ることは、清行の要求・期待を越えた出来事である。この、清行 要求を越えて自ら怪異について説明していく場面を 「怪異主導の語り」 と捉え、整理し いる。
対する「柏本」魔王もまた、怪異の理由と正体を語る。■「柏本」翁場面⑯扨〻、汝は氣丈もの也。去ながら、汝氣丈故に、今迠、難儀せし





にあらづ、自から難 もとむる也。汝は、當年、難に逢ふ月日の来りし故也。其月日にたぶらかしたれども かさる故、此方の修行の妨となりて、思はず日敉掛 也傍線部に怪異の正体が「我」であり、怪異の理由が、平太郎が「難
に逢ふ月日」にあったためであった、と語られている。この魔王の言葉によって、一ヶ月に渡って発生した関連性の薄い様々な怪異は、平太郎に「難」をもたらすために魔王が引き起こしたのだ、と繋がる。
この魔王の語りもまた、 「怪異主導の語り となっている。右の引
































して評判である『今昔』三善清行 対し、 「柏本」では次の描写が見られる。■「柏本」 ・四日
三次麦蔵屋敷には化もの出て、 夜中家鳴りの音抔、 外へも聞ゆる」











































































































































































































































































かっていないことから、板行はされなかったと考えられる。 」と述べ いる。なお、 「安政六年
(一八五九
)十二月板元預人
書物問屋紙屋徳八」の記がある。
( 36 )
三次市教育委員会編『改訂版
妖怪いま甦る―《稲生物怪録》の研究―』
(三次市教育委員会、二〇一三
)十六～十八頁。
*28稿者は、 〈稲生物怪〉譚「柏本」の第一の読者が、近世知識人層にあろうと考えているが、 「柏本」は原典を了解しておらずとも読むことが
可能である。このように、
*29原典を離れてそれとして成立している〈稲生物怪〉譚「柏本」の魅力に関しても、具体的に考察する必要がある。稿者は「柏本」に関して、物語世界が『今昔』三善清行の翻案であるだけでなく、柏正甫「自序」もまた、三善清行の著作『善家秘記』にみ
える清行の著述態度の
*30翻案であると考えている。限定的には、百物語言説を受けつつも、それを奪胎した物語構成・展開、怪異。*31
(近畿大学附属広島高等学校・中学校東広島校
)
( 37 )
